
（参考資料）各資料の説明 

資料 1 パブリックコメントにおける意見に対する考え方等について 

 昨年11 月に開催した令和元年度第２回北播磨広域定住自立圏共生ビジョン懇談会において、第２次北

播磨広域定住自立圏共生ビジョン（素案）について協議いただきましたが、そこでいただいた意見を踏まえ、所

要の内容修正、文言の追記・削除を行った第２次北播磨広域定住自立圏共生ビジョン（素案）をもとに、

令和２年１月 17 日（金）から２月 17 日（月）の計 32 日間にかけて、パブリックコメントを実施しました。 

 その結果、計８つのご意見をいただき、それらについて圏域市町間で協議を重ね、資料１のとおり、各意見に

対する考え方等をまとめました。一部意見については、資料２ 第２次北播磨広域定住自立圏共生ビジョン

（案）へ反映させていただきました。 

資料 2 第２次北播磨広域定住自立圏共生ビジョン（案） 

 令和元年度第２回北播磨広域定住自立圏共生ビジョン懇談会で、本資料の素案についてお示しさせてい

ただきましたが、同懇談会やパブリックコメントでいただいた意見等を踏まえて、所要の内容修正、文言の追記・

削除を行いました。第２回北播磨広域定住自立圏共生ビジョン懇談会でお示しした素案からの変更点は、内

容修正や文言の追記をした箇所については細かなものも含め、朱書きで記載しています。 

主な変更内容は以下のとおりです。 

P 変更内容 変更理由 

P,14

P,15 

【「第２ 圏域の概況」中、「７ 圏域内における主な公

立施設の利用状況」】 

(1)医療 西脇市立西脇病院の追加 

(2)図書館 西脇市図書館及び多可町図書館の追加 

「事業№1 病病・病診連携事業」や「事業№

7 図書館相互利用推進事業」のような、圏域

各市間で病院連携や公立施設の相互利用の

取組を行っている状況を踏まえ、近隣市町の公

立施設の利用状況について、項目を追加しま

した。 

P,24 

【「第４ 圏域の将来像」中、「３ 展望人口」】 

加西市及び西脇市の展望人口（総人口、年齢３区

分別人口）における数値の更新 

両市の人口ビジョンにおける当該項目の最新

値が出たことによる更新です。 

P,28

P,70 

【「第５ 具体的な取組内容」中、各連携事業の掲載ペ

ージ】 

●成果指標（KPI）が単年度値であるか、累計値であ

るかの追記 

◆成果指標（KPI）の基準値を、H30 年度から R1 年

度の実績値に変更 

※現時点で R1 年度の実績値が出せない事業は、

[H30 年度]の注釈をつけ、H30 年度の実績値を記載

しています。 

●各事業の成果指標（KPI）が単年度値か

累計値か判断しにくいものがあるため、どちらか

該当する方を明記しました。 

◆以後５年間の計画において、可能な限り、

より間近の実績値を基準として、目標達成に取

り組むべきという観点から変更しました。 



P,30 

【「第５ 具体的な取組内容」中、「生活機能の強化」

（事業№2 播磨内陸医務事業組合運営事業）】 

計画期間における事業費の変更 

播磨内陸医務事業組合立播磨看護専門学

校における専任教員が増員予定となったため、

事業費を増額しました。 

P,39 

【「第５ 具体的な取組内容」中、「生活機能の強化」

（事業№6 権利擁護・成年後見事務共同実施事

業）】 

「権利擁護」及び「成年後見制度」の注釈を追記 

事業の内容について、より分かりやすくするた

め、専門的な用語について注釈をつけました。 

P,45 

【「第５ 具体的な取組内容」中、「生活機能の強化」

（事業№10 北播磨地場産業開発機構支援事業）】

成果指標（KPI）及び指標の設定理由の変更（播州

織総合素材展の年間来場者数⇒講演会等参加者

数） 

播州織の技術支援に係る講演会の参加者数

を把握し、生産体制の確保状況等を把握する

ため、同指標に変更しました。 

P,49 

【「第５ 具体的な取組内容」中、「生活機能の強化」

（事業№12 広域防災対応能力強化事業）】 

成果指標（KPI）及び指標の設定理由の追加（圏域

市町職員における家屋被害認定士数） 

圏域市町間の災害対応時における応援体制

の確立状況をはかるため、同指標を追加しまし

た。 

P,52 

【「第５ 具体的な取組内容」中、「生活機能の強化」

（事業№14 北はりま消防組合運営事業）】 

事業計画及び事業費の変更 

当該事業のスケジュールの見直しを行い、実施

年度を一部変更しました。また、それにあわせて

事業費も変更しています。 

上記の変更を加えた資料２でお示しする内容が、現時点での第２次北播磨広域定住自立圏共生ビジョン

の最終案です。今回の書面協議結果を踏まえ、令和２年３月末までに策定する予定としています。 






















































































































































